
鉛直しゃ水工法「ジオロック工法 jとその適用事例

ブドウ技研(株) 出口敏博
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1 はじめに

最近は技術の進歩に伴って発生する廃棄物が多種・多様化しているため、これらがおよほす環境

汚染は広範囲に渡っており、地球規模での環境保全の必要性が叫ばれている。

また、身近な問題として、一般廃棄物や産業廃棄物の最終処分場から発生した浸出水による地下汚

染に対して、人々の関心は高まってきている。

今回紹介する事例は、昭和63年3月まで稼働していた廃棄物埋立地区域を流れる地下水によっ

て、新しく下流側に建設される新興住宅地の地下水汚染が懸念されるため、浸出水を埋立地外へ拡

散させることのないよう、鉛直しゃ水工法「ジオロック工法Jを用いて周辺環境への汚染防止対策

を行ったしゃ水工の工事例である。

2 工法の概要

しゃ水工は、大きく水平方向の水の流れを止める「鉛直しゃ水工 jと鉛直方向の水の流れを止

める「表面しゃ水工」に分けられる。当工事においては、しゃ水工をより完全なものにするため鉛

直しゃ水工と表面しゃ水工の双方が採用された。

鉛直しゃ水工としては、従来工法として種々のしゃ水壁、しゃ水シート工法が開発、適用されて

いる。しかし、そのいずれについても、地盤の変形に対する追随性、接合部の信頼性、大深度施工

への適用性などに問題が残されていた。そこで、これら従来工法の抱える問題を解決する工法とし

て開発し、当工事に採用された鉛直しゃ水(シート)工法が本書で紹介するジオロック工法である。

また、表面しゃ水工は、降雨などによる地表面から廃棄物への水の浸入を防止するものであり、

当地区では、表面しゃ水工上部に盛土を行うため、表面しゃ水シートには、廃棄物層の沈下による

(下地盤の)不等沈下等への追随性が要求されることから、表面しゃ水シートは優れた引張特性(高伸

度、高強力)を保持する高密度ポリエチレン製シートが探用された。

2-1 ジオロック工法とは

ジオロック工法は、幅広(標準寸法;1.35m)の高密度ポリエチレン製シートを特殊な打ち込み枠で

保持しながらパイプロハンマー、ウォータージェット、ソイルオーガー、地中掘削などの方法を組

み合せて地中に連続した鉛直しゃ水壁を構築するものである。

この工法のしゃ水性は、ジオロックシート本体(図ー 1)とロック部(継手部)に挿入された水膨張性ゴ

ムシール材によって確保される。ロック部のしゃ水は、写真一1に示す様に挿入されたシール材

が、土中の水と接することによって膨張するため、完全なしゃ水性を確保することができる。

ジオロック工法の特徴は次のとおりである。
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2.ー3材料

ジオロックシートの素材はJIS-K晦 6748に分類される高密度ポリエチレンであり、その一般物

性として、優れた引張破断強度および伸度、耐薬品性が知られている。表一1にジオロックシート

の標準物性を、表-2に耐薬品性に関する試験データを示す。

また、シール材は、直径4-5mmの紐状で、素材はクロロプレンゴム(CR)を主材とした水膨張性ゴ

ムである。シール材は水に接すると、 2-4時間後に膨張が始まり、 40-50時間経過後に膨張はほぼ

完了する。一度膨張したシール材は、直接水に接していなくても地中の湿度によってその膨張状態

を継続する。シール材の膨張特性を図-8に示す。
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I頁 自 単位 数 {直

巾 m 1.0-2.0(標準1.35m) 

厚さ % 2 

長 さ 打1 3-30(打設深度)

引張強度 kgf!3cm 120 

伸度 % 600 

密度 0.941 (H.D.P.E.) 

接合部強度 kgf!3cm 160 
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表-1 ジオロックシートの標準物性
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図-8 シール材の膨張特性

表-2 耐薬品性に関する試験データ

遣水材 P V C ゴム IIDPE 

盛lt化量率
体積
盤変化事量 体変化積率 置変化E量巨 体変化積率 l変化lf:

化学薬品名 (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

塩 酸 10% 0.17 -0.66 -0.14 -0.74 0.03 0.04 
組 酸 conc 5.99 6.72 7.89 8.49 0.08 0.10 
硫 酸 97% 27.13 7.68 61.64 41.24 0.11 0.14 
酌 政 10% 12.関 15.34 15.34 18.27 0.06 o.ω 

酢餓
政 90% 4.41 -0.99 24.53 27.82 0.21 0.291 
政 10% 13.13 15.88 10.57 8.21 0.07 O:IQ I 

t量 殴 99% 12.58 16.13 39.13 46.08 0.22 0.25 

水際化tfリウk 10% 1.37 -0.38 0.76 0.79 0.00 o.∞l 
水111化ハ"ι 30% -0.52 -0.48 6.41 9.47 -0.19 0.05 
水猷化.'}~' 10% -0.39 0.05 0.81 0.86 o.ω -0.14 
水酸化制弘 30% -0.49 -0.46 ー2.15 -1.88 0.04 o.ωl 
7ンモニ77k(28%) 1.18 1.93 2.08 2.73 0.06 0.15 

炭t水aEE化2t 制。ι
ー0.27 -0.25 0.40 0.22 0.02 0.02 

量JI~~ι 0.08 0.19 -1.85 ー1.59 0.00 -0.01 
i!:可ヲキシ世ι 0.52 0.67 0.77 1.08 0.02 0.02 
リン敵7ンtニ弘 0.36 0.27 0.73 1.41 -0.04 -0.03 
目高~制弘 0.22 0.13 0.75 0.64 0.00 -0.01 

メタノ-11- -15.50 ー17.98 -1.68 -1. 70 0.13 0.15 
アセトン 4.ω 17.30 -9.01 ー11.48 0.43 0.59 
Dt殴UUU7JI 12.11 25.43 ー11.77 -13.69 0.68 0.66 
ベンゼン -15.75 -10.96 32.67 45.72 2.69 2.67 
トJレエン -0.64 -17.42 114.65 103.51 0.43 0.45 
ジタロヘキサン ー24.86 -27.14 74.85 115.29 5.93 2.28 
四極化炭: -11.05 -24.45 96.84 84.84 15.97 11.05 
トリクレ y -2.41 ー11.97 157.03 138.27 15.43 10.98 
エチレングリコーJレ -0.64 0.12 0.78 0.70 -0.12 -4.49 
大豆油 -1.63 -0.81 1.73 2.01 -0.10 -0.13 
ケロシシ -4.70 -19.74 93.97 67.40 1.14 2.66 

本無1現物濃度1:1飽和状態である.
事浸i車時間を 168時間とした.
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2.一4施工方式

施工方式は、ウォータージェット貫入方式、オーガ一貫入方式、置換え(貫入)方式などがあり

地盤の状態、打設深度に応じて選択する。表-3に土質状況と適当な施工方式を、 図-9-12にそ

れぞれの施工方式を示す。

表-3 土質状況と施工方式
.:1:. 主情紋，~

N・ ‘ヱ方途 .宥

5*渇 ウ調rータージ%-，ト貫入方式

砂.
ローム' 5-
ビート層 10未潟

プレウ#ータージzヮト貫入方式

マザ企
市m来演

小阻の珊;1'"・
10以上 オーガ一貫入方式(ソイル化} ベントナイト泥水

ベントナイトセjント

. 1'1 置換え方式("ケ γ ト方式} (日恰)
安定溜

. 1'1 置換え方式("ケット方式}

ベントナイトセメント

15->>胃 (自慢性)
置慣え方式{パケ γ ト方式)

安定温

その僧
{リバース方式)

水ジZ"/ト

{多水量l:、

匿圏 直亙 軍豆~ [ill&J匡圏直E匡z]

図-9 ウォータージェツ
匝亘直E
ト貫入方式 図-10 プレウォータージェット貫入方式

匡三E歪亘
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3.適用事例
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オーガ一貫入方式

直亙~ I -I!.~H 直E 匝亙直E

図-12 置換え貫入方式

直亙

東広島ニュータウン造成に伴い建設される第2高屋小学校(仮称)の校庭は、 旧賀茂ダストセン

ターの廃棄物埋立跡地に計画されており、造成工事に際して下流域への地下水汚染が懸念された。

事前の調査によると 0.lm-1.5m程度の覆土以下に約10mのダストセンターからの廃棄物層が確認さ

れた。廃棄物の種類は、西側が主に空き缶、 ピニール、 プラスチックを混入する焼却灰が主体で東

側はガラス、針金、樹脂類、陶器などを含む不燃物がその主なものであった。

当工事においては、

水工法が採用された。

これらの廃棄物による地下水汚染対策として、
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3.ー1 工事概要

工事名称

施工場所

事業主

設計者

工期

工事種類

賀茂 A・2工区整地工事

広島県東広島市高屋地区内

地域振興整備公団

東広島市

で7fff二百;直しゃ水と表面しゃ水シート山表面しゃ水を主
とする。

3主iニ2Jぶよfづ寸:;7f士j±t:プ?プL部川な不透水層がなくし、地下水位の変矧赫跡動跡航にωこ
物内の汚染7水kカ;浸出することを防止するため ジオロツクシートの外周部に「地下水位バランス用

暗渠 jが設置された。図一13に当工事の完ムイメージ図を、図ー14にジオロツクシートの配置図

を、表-4に施工数量を示す。

図ー13 完成イメージ図

表-4 施工数量
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表面遮水シート

マウンド工

サンドマット工

その他

ガス抜き工

観測用ボーリング工

5153.4nf 

993. 7 nf 

2570.8nf 

式

式

図ー14 ジオロツクシート配置図
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4.しゃ水効果

しゃ水効果を確認するために、しゃ水工事および造成工事完了後、モニタリング用の観測孔を

設置した。観測孔は 2箇所で、一方はジオロックシート区域内、もう一方は区域外の地下水下流側

に設置した。この観測孔を用いて地下水の水質および‘水位変動を測定することにより、しゃ水効果

を確認することが出来る。第一回目の測定結果を表-6に、その後の測定値の推移グラフを図ー18

に示す。

この測定結果から、ジオロックシート内外での水質に明らかな相違が確認出来、また、それら

の(特にシート外での)数値の推移から判断し、ジオロック工法によるしゃ水機能は十分に発揮され

ていることがわかる。

喪-6測定結果 〔平成2年11月26日測定〕
国

COD 電気伝導率

項目 単位 シート内CNo.D シート外CNo.2) 嫡

COD mg/I 33. 0 2. 7 排水基準 160

電気伝導率 μS/cm 3 2 0 0 160 

塩素イオン 同/1 750 検出されず

全窒素 時/1 87. 0 O. 4 排水基準 120
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図ー18 各水質汚濁項目推移

5.あとがき

当工事施工の結果、ジオロック工法による鉛直しゃ水工法は、しゃ水効果、施工性、経済性な

どに所期の目的を十分満足することが実証された。ジオロックシートの実績は、圏内外を合わせる

と140000m2にも達し、今後のニーズにも幅広く対応できるものと確信している。

最後に、当工事の基本計画に関して多大なる御指導を賜りました福岡大学工学部花嶋正孝教

授ほか、貴重な御意見、御指導を頂いた関係各位に深く感謝致します。
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